
  

 

 

 

  

今年の秋は、小春日和のような日もあれば、一転、冬の
ように寒い日があるなど気温差が大きい年です。阿見小の
シンボルであるイチョウの葉もタイミングを待ちわびて
いたようで、ようやく黄色に色づき始めました。 
そのような季節の変わり目にも、体育の授業や休み時間

に元気に走り回っているあみっ子達です。学校では、自己
管理能力を育成するため、上着の着脱で体温を調節し、朝
晩との気温の変化に対応できるよう子ども達に声をかけ

ています。ご家庭でも、着脱が容易で活動しやすい服装で登校できるようご協力をお願
いいたします。 
 
 
 

  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 

 
  

 

 

 

    

 

  
 
 

 

 

★ 各学年ともインフルエンザが増えています。学校で感染対策を引き続き行っていきます。

外出が増える時期でもありますので、ご家庭でもマスクの着用等、ご留意ください。 

第２回町あいさつ運動では、町教育委員会はじめ、青少年相談員連絡協議会、子ども
会育成連合会、ＰＴＡ連絡協議会、区長会、町ライオンズクラブ、民生委員児童委員協
議会、保護司協議会、防犯連絡協議会、交通安全母の会、ＰＴＡ本部役員さんにお越し
いただきました。高学年の子ども達の元気な挨拶とともに「笑顔で登校」を見守ってく
ださいました。 

 

阿見町立阿見小学校  令和５年 12 月１日 あみ小 

阿見町民体育館において、町ふれあいまつりが開催されました。阿見小金管バンドが
招待され、多くの観客の前で演奏をしました。夏のコンクールで演奏し金賞を受賞した
楽曲「バンドのための民話」、観客を楽しませるための寸劇、観客に馴染みのある楽曲「ひ
まわりの約束」「RPG」を演奏し、会場を盛り上げました。 



 

 

   

 
 
   
 
 

 
 
 
 

 

 

 

  

 

 

  
  
 
 
 
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
  
 
  
 

 
 
 

 

 

たまっ子座の皆さんにお越しいただき、和太鼓や笛を用いたお芝居を鑑賞しました。
音が重なる美しさを感じられるだけでなく、音楽は言葉を超えて、力強さやたくましさ、
おもしろさを伝えることができることを学びました。また、子ども達も先生達も和太鼓
体験をしました。今後も、学んだこと、体験したことを生かして、言葉、音楽などの芸

術、スポーツ等、様々な分野で表現する力を高めていきたいと思います。 

６年生は、小学校最後の遠足となる「国会議事堂・科学技術館」へ遠足に行きました。
社会科や理科の授業で学習したことを、実際に目で見たり体験したりすることで、理解
を広げ深めることができました。遠足後には、遠足で学習したことをレポートにまとめ
る教科横断的な学習を行い、自分の思いや考えを表現する力を高めていきます。 

５年生社会科で学習する工業生産について学びを深め
るため、栃木県にある日産自動車（株）栃木工場でのオ
ンライン工場見学を実施しました。日本が誇る工業技術
についての理解を深め、仕事に携わる人々の工夫につい
て考えることで、キャリア教育にもつなげていきます。 

美浦特別支援学校から児童を招き、わかば学級児童との居住地校交流会が開催されま
した。最初は恥ずかしそうに自己紹介をしていましたが、「輪投げ」や「バドミントン」
に全員で取り組んでいるうちに緊張が解け、満面の笑みで活動を楽しんでいました。会
の最後に、「楽しかった。会えてよかった。」という感想が聞かれ、参加した全員にとっ

て有意義な時間となりました。 


